
土浦平和の会ニュース Ｎｏ．２７５    ２０１５年 １月           

     私たちの活動や意見を平和委員会の仲間たちに伝えます 

私たちの会費が日本平和委員会と茨城県平和委員会の活動を支えています 

平和の会ニュース、平和かわら版（ＰＤＦ版）配信しています 
平和の仲間に伝えたいニュースやご意見を事務局にお寄せください ＦＡＸは 029-831-9122 

早い、確実に届くご希望の方はｅＭａｉｌアドレスをご連絡ください 

 

 

                                          

 

 

 

 

 

 

2015年、年頭のあいさつ 

 
昨年は安倍内閣の下で国民の反対を押し切って秘密保護法、集団的自衛権行使容認の閣議決定が強行され、

沖縄県民の反対を無視して辺野古の米軍基地建設が着工されました。しかし、沖縄県民は県知事選挙にお

いて建設反対の翁長氏を選び、衆議院選挙においてもオール沖縄の４人が当選して、自民党を完敗させま

した。安倍自民党は議席数で多数を獲得したことで国民の信任を得たとしていますが、３分の１の得票（比

例区）による虚構の多数に過ぎません。 

安倍内閣は原発再稼動を進めようとしていますが、国民の多数は再稼動を認めていません。 

安倍首相は新内閣の発足にあたって憲法改正を進めると明言しました。安倍首相の右翼的言動は世界中

の懸念を呼び起こし、近隣諸国との平和的外交の障害になっています。憲法九条改悪を究極の目的として

いる憲法改定を許してはなりません。 

平和と安心のくらしを守るために今年も力を合わせてがんばりましょう。 

                             代表理事 井上仁志 
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2015年「百里初午まつり」  

とき： 2月 11日（水） 10:00～開場 12:00～集会 

ところ： 百里平和公園 

 

主催： 百里基地反対同盟 

参加される方は、本会理事までお知らせください。 

 

http://heiwatutiura.web.fc2.com/
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この間、軍事費予算の過去最高額、東大の軍事研究問題（下記）などの動きがありました。 

社会保障削り 軍事費最大 １５年度政府予算案 

http://www.jcp.or.jp/akahata/aik14/2015-01-15/2015011501_01_1.html 

軍事技術開発で大学向け基金 防衛省、２７年度予算概算要求へ 

http://www.sankei.com/politics/news/140824/plt1408240008-n1.html 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

1.27 土浦平和の理事会 

 

2.11 百里初午まつり」 

3.15 映画「標的の村」 

 

.20 9条の会忘年会 

活動ごよみ 

濱田総長コメント「東京大学における軍事研究の禁止について」（2015.1.16）によせて 

―学術の平和目的・公開性の観点からデュアル・ユースを議論しよう。 

防衛予算ではなく文教予算の研究費増額を要求しよう。― 

 

 私たち東京大学職員組合は、本学における軍事研究に反対してきた。これは、先の大戦における本学の軍事協力

への反省および日本国憲法の平和主義にのっとった、本学の軍事研究禁止原則に基づくものである。 

さて、１月１６日付け総長見解（以下「総長見解」）は、原則的に、歴代総長の見解と東京大学憲章の理念から、従来

の軍事研究禁止の姿勢を再確認するものである。ただし、科学技術の高度化は、民事用研究成果の軍事利用、い

わゆるデュアル・ユースの問題を一層複雑なものとしている。現在の状況に鑑みて、本学の研究者個々人がこの問

題を真摯に議論する必要性を総長は改めて指摘する。（以下、略） 

総長見解は、学内特定部局におけるガイドラインの変更を受けてのものと考えられるが、同ガイドラインにおいても、

「個々の研究者の良識のもと」デュアル・ユースを意識して研究にあたるように述べている。これは総長見解と一致

する。 

以上のように、本学では平和目的でかつ公開された学術研究が原則であるが、現在においては、研究成果が平和

目的であっても軍事研究に転用される危険性がたかまっている。世界各地の紛争地域で、人々の生活・財産・生命

を、はからずして脅かす危険性をつねに考慮せざるを得ない。研究の倫理性がこれまで以上に問われているのであ

る。いわんや、昨年の武器輸出原則の変更を思えば、さらに深刻な事態にある直接的軍事研究は、論外である。 

ところが、現在、政府文教予算での研究費は削減、一方で防衛予算の研究費増額がはかられている。資金確保の

ため、本人の信条に反して軍事研究を選ばざるを得ない状況に、研究者は追い込まれつつある。こうした誘導は、ソ

フトな形での学問の自由の侵害と言うべきではないだろうか。 

軍事研究をめぐる問題は、一部工学系専門領域のみではなく、学問の自由全体に関わる。故に学問領域のいかん

スクリーンに叩きつける、伝えきれない沖縄 

映画「標的の村」ご案内 

 

 日時 : 3月 15日（日）①午後 1時 30分会場 2時開演 ②6時開場 6時 30分開演 

 会場 : 石岡「ひまわり館」 

 主催：映画「標的の村」上映実行委員会（石岡平和の会、石岡地域憲法 9条の会、かすみが

うら 9条の会、9条の会かさま、玉里 9条の会、土浦平和の会、憲法 9条土浦の会） 

 入場料 : 1000円 （入場券は土浦平和の会で取り扱っています。） 
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 日時 : 3月 15日（日）①午後 1時 30分会場 2時開演 ②6時開場 6時 30分開演 

 会場 : 石岡「ひまわりも館」 

 主催：映画「標的の村」上映実行委員会（石岡平和の会、石岡地域憲法 9条の会、かすみが

うら 9条の会、9条の会かさま、玉里 9条の会） 

 入場料 : 1000円 

 

http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/news/notices/3564/

